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東京近郊・ニカイの町に住むカルガリ家の長男モサは、人間じゃ

ない。人間たちや不思議な生きものと暮らしていて、親友はハリネズミ。１４歳

のニートであるモサは優等生の妹も友だちも大きらいで・・・。 

いつものようにお気に入りの丘で、尊敬する天体観測士・ホシヨミさんと、流

れ星を眺めていたら・・・。 

この世界は住みづらいと感じているすべての人に贈るファンタジー。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

モサは男の子だけどスカートをはいている。その理由はただの反発心。何か

に抵抗しながらも大事なものを見つけ、成長していく、かわいい青春小説だと

思います。笑って、泣いて、きのうより少し世界が好きになれるお話!! 

 
 
 
 
 

何でもできそうな気がす

る太陽のしずくは、りんご畑で働

いたり、サーカスで人気者にな

ったり。でも、なにかむなしい

気が…。色彩の魔術師、エリッ

ク・バトゥーが描く詩的な世界。 

 
 
 
 
 
 
 
 


